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はじめに

　京都府では、食品衛生監視指導計画に基づき、府内で収去

した農産物中の残留農薬検査を実施し、その結果について毎

年本誌において報告している。

　本研究所ではポジティブリスト制度が導入された平成18年

度以降、厚生労働省通知
＊1

の一斉検査法に準じた方法で検査

を行っており
1-5）

、平成25年度においても農産物26種136検体の

残留農薬検査を実施したので、その結果を報告する。

材料と方法

1．検査対象試料
　平成25年度に府内の集荷場、小売店等で収去した26種136検

体の農産物を対象とした。内訳は国内産品19種112検体（府内

産品15種87検体、府外産品7種25検体）と輸入品10種24検体で

あり、国内産品と輸入品で、農産物種に重複がある。

2．検査対象農薬
　検査対象農薬は、過去の府内産農産物での使用履歴、過去

に検出された農薬、農薬出荷量等を考慮した上で、平成25年

12月13日以前は茶（抹茶を除く）と茶以外で選定した。平成

25年12月13日以降は各農産物を用いた検査法の妥当性評価の

結果
6）

に基づいて選定した。LC-MS/MSで測定するものを表1

に、GC-MS/MSで測定するものを表2に示した。

　平成25年12月13日以前、検査対象となる農薬数は、異性体

を含めて、茶以外の農産物で計287化合物（LC-MS/MS 57化

合物、GC-MS/MS 230化合物）、茶で計213化合物（LC-MS/MS 

56化合物、GC-MS/MS 157化合物）である。

　平成25年12月13日以降、キャベツを用いて妥当性評価が行

われたキャベツ、だいこんの根及びはくさいについて、定め

た目標値
6）

に適合し検査対象とした農薬数は計251化合物

（LC-MS/MS 52化合物、GC-MS/MS 199化合物）である。み

ず菜を用いて妥当性評価が行われたみず菜、ほうれんそう、

花菜、さやいんげん及びパプリカについて、定めた目標値
6）

に適合し検査対象とした農薬数は計247化合物（LC-MS/MS 

50化合物、GC-MS/MS 197化合物）である。黒大豆を用いて

妥当性評価を行った結果、定めた目標値
6）

に適合し検査対象と

した農薬数は計223化合物（LC-MS/MS 46化合物、GC-MS/MS 

177 化合物）である。

3．検査方法
　茶以外の農産物の全検査対象農薬及び茶のLC-MS/MS測定

対象農薬については、厚生労働省通知「GC/MSによる農薬等

の一斉通知法（農産物）」及び「LC/MSによる農薬等の一斉通

知法Ⅰ（農産物）」に準じて検査を行った。茶のGC-MS/MS測

定対象農薬は既報の方法
7）

に準じて検査を行った。

結果と考察

1．検出検体数と検出率
　農産物別の検出検体数及び検出率を表3に示した。検査した

農産物26種136検体のうち、19種55検体（府内産品10種33検体、

府外産品4種8検体、輸入品9種14検体）から35種類の農薬が延
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＊1　厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知．平成17年1月24日．

食安発第0124001号（2005）．
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表1.　LC-MS/MSによる測定対象農薬
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べ91件検出された。検出率（検出検体数／検査検体数）は40%

（国内産品37%、輸入品58%）であった。検出値が厚生労働

省の定める基準値を超えるものは認められなかった。

　国内産品で、検出率が50%以上の農産物は、日本なし

（100%）、茶（88%）、きゅうり、とうがらし、はくさい、え

だまめ及びねぎ（各75%）であった。過去5年間において、と

うがらし、えだまめ、ねぎ及び茶については毎年、日本なし

については21年度を除いて継続して検査を実施している。日

本なし及びえだまめはいずれの実施年度も、茶については20

年度を除いて、50%以上の検出率となっている
1-5）

。

　輸入品で、検出率が50%以上の農産物は、バナナ、ねぎ及

びパプリカ（各100%）、レモン、えだまめ、ほうれんそう及

びさやいんげん（各50%）であった。過去5年間において、パ

プリカ（実施年度21～23）、えだまめ（実施年度20～21）、さ

やいんげん（実施年度21～22）、はいずれの実施年度も50%以

上の検出率となっている
1-5）

。

　一方玄米、小麦粉、たまねぎ、だいこんの根、黒大豆、花

菜及びキャベツからは農薬は検出されなかった。

　検出率の推移を表4に示した。全体及び国内産品は過去5年

間と同程度であった。輸入品の検出率は近年高い傾向がみら

れる
1-5）

。これは検査対象農産物と検体数に影響されているも

ので、22年度以降に検査対象とするようになったオレンジ、

グレープフルーツ、レモン、バナナ等の輸入果実からの検出

が多いことによると考えられる。

　なお、オレンジ、グレープフルーツ、レモンに使用される

アゾキシストロビン、イマザリル、チアベンダゾール及びフ

ルジオキソニルは、食品添加物（防かび剤）として取り扱わ

れることから本報告の内容から除外した。

2．検出された農薬
　検出された農産物、農薬、検出値等を表5に示した。全体で

35種類の農薬が検出されており、延べ検出数は91件であった。

またLC/MS/MSで測定した農薬については、平成25年12月13

日以降、定量下限値を検査法の妥当性評価の結果に基づいて、

0.005ppm（w/w）から0.01ppm（w/w）に改定した。

　検出頻度の高い農薬は、クロチアニジン、クロルフェナピ

ル（各9検体）、イミダクロプリド（8検体）、ボスカリド（5検

体）、アゾキシストロビン、シペルメトリン及びペルメトリン

（各4検体）であった。

　検出値の基準値に対する割合を区分分けし、その件数を図

1に示した。その結果、基準値の10%未満であったものが全検

出数の90%以上を占めていた。

　平成25年度において、検出値が厚生労働省の定める基準値

を超えるものは認められなかった。しかし、農産物からの残

留農薬の検出については様々な要因が考えられ、農薬使用の

一層適切な管理が望まれるところであり、今後も残留農薬の

実態把握を継続的に実施していく必要がある。
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表5.　残留農薬検出状況（平成25年度）
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